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２０４０年に向けた地域医療構想について
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R12年度
（2030）

R11年度
（2029）

R10年度
（2028）

R9年度
（2027）

R8年度
（2026）

R7年度
（2025）

R6年度
（2024）

地域医療構想

医療計画

５疾病・６事業 等

医師確保計画
外来医療計画

現行構想
〔～2025〕

新たな地域医療構想
〔～2040〕

第８次計画（６年） 第９次計画
（６年）

第８次計画（前期）
（３年）

第８次計画（後期）
（３年）

第９次計画
（前期）（３年）

策定作業
（見込）

（中間見直し作業）

構想区域の
点検・見直し

必要病床数の算出

医療機関機能
報告開始

急性期拠点機能となる
医療機関の決定（R９年中）

医療機関機能の確保
連携・再編・集約化の議論

※改正医療法では、新たな地域医療構想の取組はR9.4.1施行
とされている。また、改正法の附則において、令和10年
（2028年）度中までは新構想の取組を猶予する経過措置が
設けられている。

（後期計画策定作業）

現時点

（計画策定作業）

（計画策定作業）

【外来・在宅・介護との連携等】
慢性期需要等の見込みの共有
介護との連携等に係る議論

かかりつけ医
機能報告開始

地域医療構想の策定に係る具体的なスケジュール（案）
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構想区域の役割について
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医療機関機能報告【新設】について
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医療機関機能について
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令和８年度医療機関機能報告の報告項目等について
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医療機関機能の確保に向けた協議の進め方
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〇 地域において設定すべき以上の医療機関が急性期拠点を担う意向があり、協議が円滑に進まない場合であって、医療機関から求め
があった場合や都道府県が必要と認めた場合等については、都道府県が病院間での意見交換等の場を設定する。

〇 病院間での協議でも調わない場合においては、都道府県や医師の人的協力を行う大学病院本院も交え、人材確保の見通しを踏まえ
た上で、協議を行う。

〇 その上で、なお、関係者間の協議が調わない場合には、都道府県において、改めて各医療機関の診療実績や将来の医療需要の見通
し等を客観的に勘案し、医療関係者や人的協力を行う大学病院本院等の協力も得ながら、方向性を決定する。

急性期拠点機能を担う医療機関について

８

急性期拠点機能を担う医療機関の数
〇 構想区域における急性期拠点機能を担う医療機関の数は、当該構想区域の2040年の人口規模に基づき「20万人から30万人程度に
つき１か所程度」が目安となる。

〇 地域の協議においては、この目安だけでなく、患者の流出入の状況や区域全体及び各医療機関の全国的な水準と比較した診療実績、
2040年に向けた症例数や医療従事者の確保の見込み等を総合的に勘案し、将来的な医療機関の役割分担に資するよう設定する。

〇 大学病院本院については、医育及び広域診療機能を報告し、急性期拠点機能は報告しないが、地域における二次救急等の急性期
医療も実施している場合、当該大学病院本院の診療実態等も考慮した上で、急性期拠点機能を担う医療機関の数を検討する。

医療機関機能を踏まえた役割分担
〇 急性期拠点機能は、手術等の急性期医療を集約して提供するものであり、頻度が高く、救急対応や手術・処置等を要する疾患に
対応できる総合性を確保するとともに、政策医療を含めた関連する役割を総合的に担うことが求められるが、こうした基本的な
役割を踏まえ、具体的にどの程度の範囲の総合性や政策的役割を求めることとするかは、同一都道府県であっても構想区域ごとに
異なりうる。

〇 高齢者救急・地域急性期機能は、増加する高齢者救急を中心とした救急患者の受入を行うとともに、入院中のリハビリテーション
や退院調整等の機能の強化が求められるが、病床規模や医療従事者の人員数、救急搬送受入件数の規模は相当程度幅があると考えら
れる。

〇 周囲に病院が限られている地域や、高齢者救急の増加が著しい都市部等において、急性期拠点機能を担う医療機関が増加する高齢
者救急の受入れを行っていくことや、救急搬送を多く受け入れる高齢者救急・地域急性期機能を担う医療機関が、高齢者救急に関連
する頻度の高い手術・処置等を行っていくことも考えられるが、医療機関機能に応じた基本的な役割分担の方向性は確保した上で、
その具体的なあり方について地域で協議を行うことが重要である。

協議が調わない場合の考え方



高齢者救急について
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慢性期の医療提供体制の一体的な確保について
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在宅医療等連携機能を担う医療機関の役割について
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在宅医療等連携機能の確保に係る協議の進め方
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大学病院本院による人的協力の進め方の例（実例を踏まえたイメージ）
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病床機能報告について
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病床機能報告における報告の目安
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令和８年度病床機能報告の報告項目について
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２０４０年の必要病床数について
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２０４０年の必要病床数の算出について
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病床整備の考え方について
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関係者に期待される役割等
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